
2026年７月期 第２四半期（中間期）決算短信〔日本基準〕(非連結)
2026年３月16日

上 場 会 社 名 株式会社カラダノート 上場取引所 東

コ ー ド 番 号 4014 URL https://corp.karadanote.jp/

代 表 者 (役職名) 代表取締役 (氏名) 佐藤 竜也

問合せ先責任者 (役職名) 執行役員CFO兼コーポレート本部長 (氏名) 高埜 伸一郎 (TEL)03-4431-3770

半期報告書提出予定日 2026年３月16日 配当支払開始予定日 ―

決算補足説明資料作成の有無 ：有

決算説明会開催の有無 ：有 ( 機関投資家・アナリスト向け ）

(百万円未満切捨て)

１．2026年７月期第２四半期（中間期）の業績（2025年８月１日～2026年１月31日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年７月期中間期 469 △39.7 87 － 87 － 87 －

2025年７月期中間期 778 △35.2 △69 － △69 － △70 －

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2026年７月期中間期 13.11 13.10

2025年７月期中間期 △11.15 －

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年７月期中間期 819 568 69.3 85.01
2025年７月期 768 480 62.5 71.85

(参考) 自己資本 2026年７月期中間期 568百万円 2025年７月期 480百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年７月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2026年７月期 － 0.00

2026年７月期(予想) － 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

３．2026年７月期の業績予想（2025年８月１日～2026年７月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,055 △16.9 244 － 243 － 243 － 36.44
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無

当社は年次での業績管理を行っておりますので、第２四半期（累計）の業績予想の記載を省略しております。



※ 注記事項

（１）中間財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年７月期中間期 6,697,900株 2025年７月期 6,696,900株

② 期末自己株式数 2026年７月期中間期 11,721株 2025年７月期 10,715株

③ 期中平均株式数（中間期） 2026年７月期中間期 6,686,327株 2025年７月期中間期 6,282,557株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績

等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっ

ての注意事項等については、添付資料のＰ．３「１．経営成績等の概況（３）業績予想などの将来予測情報に関す

る説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

当中間会計期間におけるわが国経済は、賃上げの継続や政府の経済対策の効果により、雇用・所得環境の改善

が継続いたしました。これにより、実質所得の改善への期待が高まり、個人消費が持ち直すなど、景気は緩やか

な回復基調を維持いたしました。一方で、海外経済では、米国の通商政策をめぐる不透明感や地政学的リスクの

高まりなど、外需の減速リスクが依然として存在いたしました。また、国内においても、金利上昇の可能性や輸

入物価の動向といった、先行き不透明な状況が続いております。

このような中、国内では少子化対策への投資活発化に加え、生命保険業界や住宅産業におけるオンラインでの

リードジェネレーション需要の高まりなど、当社事業にとっての機会が拡大しております。当社は「家族の健康

を支え 笑顔をふやす」というビジョンのもと、ファミリーデータプラットフォーム事業を推進してまいりまし

た。前事業年度に実施した宅配水事業の譲渡等の構造改革を経て、当中間会計期間は「利益体質の確立」を掲げ、

フリーキャッシュフローと利益率を重視した経営を推進いたしました。その結果、売上高は構造改革に伴う薄利

事業の整理により前年同期比で減少したものの、収益性は大幅に向上し、前年同期の営業損失から脱却して黒字

化を達成いたしました。

① 対象顧客幅の拡大

データ基盤の拡大において、ファミリーデータ会員数は332万人（前年同期比13%増）と順調に拡大を続けてお

ります。当中間会計期間では、株式会社よりそうとの業務提携による終活関連サービスの提供開始や、子育て層

に対する節電系商材の提案が好調に推移するなど、ライフイベント領域の拡張を加速させました。

② 注力領域（金融）の深化とLTVの拡大

住友生命保険相互会社との協業において、非保険サービスの獲得を含むKPIが過去最高を更新するなど極めて順

調に推移しており、現在はさらなる成長に向けて取り組みの幅を広げる深化フェーズへと移行しております。当

社全体の売上高に占める金融領域の比率は60%を超過し、ARPU（顧客あたり平均売上高）は前四半期比で25%増と

大幅に成長いたしました。また、子育て応援企業と連携し、プロの家族写真を無償提供する新サービスを開始し

たほか、CRMツールの刷新によりデータベースマーケティングの精度向上とコスト構造の改善を同時に実現いたし

ました。

以上の結果、当中間会計期間の売上高は469,124千円（前年同期比39.7%減）、営業利益は87,557千円（前年同

期69,398千円の営業損失）、経常利益は87,884千円（前年同期69,770千円の経常損失）、中間純利益は87,688千

円（前年同期70,041千円の中間純損失）となりました。

（２）当中間期の財政状態の概況

①資産、負債及び純資産の状況

（資産）

当中間会計期間末における流動資産は795,523千円（前事業年度末比51,724千円増加）となりました。これは主

に、売掛金及び契約資産の増加26,174千円、現金及び預金の増加23,726千円によるものであります。固定資産は

24,363千円（前事業年度末比434千円減少）となりました。これは主に、長期前払費用の減少2,018千円によるもの

であります。

以上の結果、総資産は819,887千円（前事業年度末比51,290千円増加）となりました。

（負債）

当中間会計期間末における流動負債は197,577千円（前事業年度末比13,304千円増加）となりました。これは主

に、未払消費税等の増加10,783千円があったことによるものであります。固定負債は53,868千円（前事業年度末比

50,000千円減少）となりました。これは主に、借入金の返済による長期借入金の減少50,000千円によるものであり

ます。

以上の結果、負債合計は251,446千円(前事業年度末比36,695千円減少)となりました。
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（純資産）

当中間会計期間末における純資産は568,440千円(前事業年度末比87,985千円増加)となりました。これは主に、中

間純利益の計上により利益剰余金が87,688千円増加したことによるものであります。

②キャッシュフローの状況

当中間会計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前事業年度末に比べて23,726千円

増加し、619,809千円となりました。

当中間会計期間における各キャッシュ・フローの状況及び主な増減要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果獲得した資金は75,044千円（前年同中間会計期間は240,866千円の支出）となりました。

これは主に、税引前中間純利益の計上87,884千円、売上債権の増加26,174千円、未払消費税等の増加10,783千

円が発生したことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は1,615千円（前年同中間会計期間は1,053千円の支出）となりました。これは、

無形固定資産の取得による支出1,000千円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は49,702千円（前年同中間会計期間は50,000千円の支出）となりました。これ

は、長期借入金の返済50,000千円によるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年７月期の業績予想につきましては、2025年９月12日に公表いたしました通期の業績予想に変更はありませ

ん。

（４）継続企業の前提に関する重要事象等

当社は、当中間会計期間において営業利益及び営業活動によるキャッシュ・フローが黒字化しているものの、前

事業年度末時点において、営業活動によるキャッシュ・フローが４期連続でマイナスとなっていたことに鑑み、当

第２四半期会計期間末では未だ継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在してい

るものと認識しております。

しかしながら、前期における営業キャッシュ・フローのマイナスは、過年度における消費税の修正申告による一

時的な影響によるものであり、これを除けば前事業年度よりプラスに転じております。さらに、下記の施策は既に

前事業年度下期から対応済みであり、前事業年度の下半期には営業利益及び営業キャッシュ・フローが黒字化して

おり、当中間会計期間末においても継続しております。

当社は以下の施策により、当該状況の改善を図っております。

① フリーキャッシュフロー重視の経営への転換

宅配水事業の譲渡を含む事業ポートフォリオの見直しを実施し、成長領域へ経営資源を集中させることで、利

益率とキャッシュ創出力を重視した体制へ転換しております。

② 財務基盤の強化

2025年７月には、住友生命保険相互会社を割当先とする第三者割当増資及び自己株式の処分を実施し、189百万

の資金調達を完了しております。さらに、複数の金融機関との間で当座貸越契約を締結しており、当面の運転

資金に支障はないものと判断しております。

以上の対応策により、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないものと判断しておりま

す。
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２．中間財務諸表及び主な注記

（１）中間貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2025年７月31日)

当中間会計期間
(2026年１月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 596,082 619,809

売掛金及び契約資産 112,332 138,507

商品及び製品 0 0

原材料及び貯蔵品 16,096 13,259

前払費用 17,188 16,874

その他 7,894 7,814

貸倒引当金 △5,795 △741

流動資産合計 743,798 795,523

固定資産

有形固定資産 1,689 2,090

無形固定資産 2,100 2,800

投資その他の資産

長期前払費用 4,053 2,034

その他 16,956 17,439

投資その他の資産合計 21,009 19,473

固定資産合計 24,798 24,363

資産合計 768,597 819,887

負債の部

流動負債

買掛金 13,044 11,761

１年内返済予定の長期借入金 100,000 100,000

未払金 37,352 44,011

未払費用 14,477 14,488

未払法人税等 290 145

未払消費税等 6,195 16,978

預り金 5,470 5,937

前受金 7,150 3,850

その他 292 406

流動負債合計 184,273 197,577

固定負債

長期借入金 100,000 50,000

資産除去債務 3,868 3,868

固定負債合計 103,868 53,868

負債合計 288,142 251,446

純資産の部

株主資本

資本金 62,367 62,517

資本剰余金 537,324 537,474

利益剰余金 △110,208 △22,519

自己株式 △9,069 △9,071

株主資本合計 480,413 568,399

新株予約権 41 41

純資産合計 480,455 568,440

負債純資産合計 768,597 819,887
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（２）中間損益計算書

(単位：千円)
前中間会計期間

(自 2024年８月１日
至 2025年１月31日)

当中間会計期間
(自 2025年８月１日
至 2026年１月31日)

売上高 778,494 469,124

売上原価 425,532 132,875

売上総利益 352,961 336,249

販売費及び一般管理費 422,360 248,691

営業利益又は営業損失（△） △69,398 87,557

営業外収益

受取利息 37 329

ポイント還元収入 289 156

その他 82 334

営業外収益合計 408 820

営業外費用

支払利息 773 493

その他 7 －

営業外費用合計 781 493

経常利益又は経常損失（△） △69,770 87,884

税引前中間純利益又は税引前中間純損失（△） △69,770 87,884

法人税、住民税及び事業税 270 195

法人税等合計 270 195

中間純利益又は中間純損失（△） △70,041 87,688
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（３）中間キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前中間会計期間

(自 2024年８月１日
至 2025年１月31日)

当中間会計期間
(自 2025年８月１日
至 2026年１月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前中間純利益又は税引前中間純損失（△） △69,770 87,884

減価償却費 354 513

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,345 △5,054

支払利息 773 493

株式報酬費用 2,036 2,409

売上債権の増減額（△は増加） 54,156 △26,174

棚卸資産の増減額（△は増加） 10,848 2,836

前払費用の増減額（△は増加） 5,189 △77

仕入債務の増減額（△は減少） 1,956 △1,283

未払金の増減額（△は減少） △3,515 6,658

未払費用の増減額（△は減少） △1,134 34

未払消費税等の増減額（△は減少） △239,144 10,783

前受金の増減額（△は減少） △3,300 △3,300

その他 1,539 127

小計 △241,356 75,851

利息の支払額 △802 △517

法人税等の支払額 △530 △290

法人税等の還付額 1,821 －

営業活動によるキャッシュ・フロー △240,866 75,044

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,053 △615

無形固定資産の取得による支出 － △1,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,053 △1,615

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △50,000 △50,000

自己株式の取得による支出 － △2

新株予約権の行使による株式の発行による収入 － 300

財務活動によるキャッシュ・フロー △50,000 △49,702

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △291,919 23,726

現金及び現金同等物の期首残高 483,476 596,082

現金及び現金同等物の中間期末残高 191,556 619,809
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（４）中間財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（中間貸借対照表に関する注記）

(偶発債務)

１ 訴訟の提起

当社は、2023年12月４日付（訴状送達日：2023年12月18日）で株式会社FPOの株主である野々村晃氏より、株式譲

渡代金6億1,000万円及び弁護士報酬、費用等を合わせた総額6億7,100万円並びに遅延損害金の支払を求める訴訟を

東京地方裁判所に提起されております。

２ 訴訟の原因及び訴訟提起に至った経緯

2023年９月14日付けで締結した株式譲渡契約（以下、本譲渡契約といいます）に基づき、株式譲渡に向け手続き

を進めておりました。その中で、本譲渡契約における前提条件や相手方の表明・保証の内容に関して再検証の必要

が生じ、クロージング条件の成就等について協議を重ねてきましたが、最終的に、クロージング条件が成就されな

かったため、当社は本譲渡契約に定める解除条項に基づき本譲渡契約を解除することを決議いたしました。

一方、株式会社FPOの株主である野々村晃氏からは代理人弁護士を通じて、本契約の条件は成就されており、当社

は株式譲渡代金６億1,000万円に弁護士報酬、費用等を加えた６億7,100万円を支払う義務を負っていると主張され、

2023年12月４日に東京地方裁判所に訴訟を提起されました。

３ 当社の対応方針と今後について

当社といたしましては、本譲渡契約のクロージング条件は成就されておらず、解除は有効であり、株式譲渡の実

行及び株式譲渡代金及び弁護士報酬、費用等を支払う義務はないものと考えておりますが、今後、原告の主張及び

請求内容を精査し、裁判で粛々と当社の正当性を明らかにする所存です。

なお、現時点では当社の業績に与える影響を見込むことは困難であります。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

当社は、ファミリーデータプラットフォーム事業のみの単一セグメントであり重要性が乏しいため、セグメント情

報の記載を省略しております。

（重要な後発事象の注記）

該当事項はありません。


